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 「第 ４次柏 市生 涯学習 推進計 画」 の策定 にあた って  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はじめに 

この頁には，計画策定にあたっての

思いを市長名で掲載する予定です 
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 第 ２節  基本方針について  

  1 目指す方向性  

 

 

 

 

 

 

 ２  取組方針  

笑顔と元気が輪となり広がるまち柏 

・子どもたちが健やかに成長するように  

・コミュニティの中に人と人のつながりが増え  

 るように  

・すべての人が学べる環境に包まれるように  

 (1)「はじめるきっかけ」を支援 

(2)「もっと知りたい,つながりたい」を支援 

(3)「ひろく伝えたい」を支援 
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 第４次柏市生涯学習推進計画について 

この計画の特徴 

①この計画において市が目指す生涯学習像と  

 基本方針を設定した。  

 

②手段に着目した取組方針を設定することで，  

 段階的な支援による施策の実効性を確保し  

 た。  

 

③社会状況の変化に応じて新たな分野を盛り込  

 む計画とした。  
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第１節 計画の策定にあたって 

１ 計画策定の背景 
 

 柏 市 で は ，第 ３ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 に お い て は ，目 指 す 生 涯 学 習 像 を「 地

域 に お け る 生 涯 学 習 社 会 の 形 成 」と し ，市 民 一 人 ひ と り が 自 分 に 適 し た 方 法 で

継 続 的 な 学 習 が で き ，そ の 成 果 が 地 域 社 会 に 還 元 で き る ま ち を 目 指 す 環 境 づ く

り に 向 け た 施 策 を 進 め て き ま し た 。  

 計 画 策 定 か ら 5 年 が 経 過 し た 現 在 ， 国 の 施 策 を 見 て み る と ， 平 成 ３ ０ 年 6

月 に 閣 議 決 定 さ れ た「 第 ３ 期 教 育 振 興 基 本 計 画 」に お い て は ，今 後 の 教 育 政 策

に 関 す る 基 本 的 な 方 針 の 一 つ と し て「 生 涯 学 び ，活 躍 で き る 環 境 を 整 え る 」と

い う 方 向 性 が 示 さ れ て い ま す 。ま た ，同 年 12 月 の「 中 央 教 育 審 議 会 答 申 」で

は ，今 後 の 地 域 に お け る 社 会 教 育 の 在 り 方 と し て「 社 会 教 育 を 基 盤 と し た ，人

づ く り・つ な が り づ く り・地 域 づ く り 」を 目 指 す こ と が 打 ち 出 さ れ て お り ，平

成 ３ １ 年 ４ 月 に は「 障 害 者 活 躍 推 進 プ ラ ン 」が 発 出 さ れ ，「 共 生 社 会 」の 実 現

に 向 け た 取 組 を 加 速 し ，よ り 積 極 的 に 障 害 者 の 活 躍 の 場 の 拡 大 を 図 る た め の 政

策 と し て「 障 害 の あ る 人 の 生 涯 に わ た る 多 様 な 学 び を 応 援 す る 」こ と が 謳 わ れ

て い ま す 。  

 柏 市 に お い て は ，平 成 ２ ８ 年 度 か ら １ ０ 年 間 の 市 政 の 方 向 性 を 定 め る 市 の 最

上 位 計 画 で あ る「 柏 市 第 五 次 総 合 計 画 」が 後 半 の ５ か 年 を 迎 え ，後 期 基 本 計 画

の 策 定 並 び に 市 の 教 育 施 策 計 画 で あ る ，「 柏 市 教 育 振 興 計 画 」の 改 定 に よ り 新

た な 方 向 性 が 見 出 さ れ て い ま す 。  

 上 記 の よ う な 背 景 を 踏 ま え て 第 ４ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 を 策 定 す る に あ

た り ，第 ３ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 の 基 本 的 な 理 念 を 踏 襲 し つ つ ，国 の 新 た な

生 涯 学 習 施 策 の 方 針 及 び 市 の 関 連 計 画 の 方 向 性 を 加 味 し た も の と し ま し た 。  
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２ 計画の位置付け  
   

  本計画は，市の 最上位計画である 「柏市第五次総合計画」の 部門計  

 画 と し て策定します。 「柏市第五次総合計画」 において， 生涯学習分  

 野 の 施 策は，「分野１  こ ども 未来」と「分野４  地 域 の ちから」に  

 位 置 付 けられています。  

  ま た ，市の教育が目指すべき方向性及び目標を明らかにした「柏市  

 教 育 振 興計画」と整合を図ります。  

  な お ，文化・スポーツについては，個別計画を策定することから本  

 計 画 の 対象としません。  
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３ 計画の期間  
 

  本 計 画は ，生涯学習推進に向けた中長期的な方向性を示すことから，  

 計 画 期 間は令和 3 年度から令和７年度までの５年間とします。  

  た だ し，社会情勢の変化や施策の進捗状況等を踏まえ，必要に応じ  

 て 見 直 しを図ります。  

 

 

 

平 成 ／ 令 和  H2 8  H 2 9  H 3 0  R 1  R 2  R 3  R 4  R 5  R 6  R 7  

西 暦  2 0 1 6  2 0 1 7  2 0 1 8  2 0 1 9  2 0 2 0  2 0 2 1  2 0 2 2  2 0 2 3  2 0 2 4  2 0 2 5  

柏市第五次  

総合計画  

          

柏市教育振

興計画  

          

柏 市 生 涯 学

習 推 進 計 画  

          

柏市芸術文

化振興計画  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏市第五次総合計画  

第 ２ 次  

柏 市 教 育 振 興 計 画  

第 ４ 次  

柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画  

第 ３ 次  

柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画  

第 四 次  

柏 市 芸 術 文 化 振 興 計 画  

第 五 次  

柏 市 芸 術 文 化 振 興 計 画  

柏 市 教 育 振 興 計 画  
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第２節 生涯学習を取り巻く情勢 

１ 柏市の現状 
柏 市 民 の 意 識 （Ｈ３０年度柏市まちづくり推進のための調査から） 

● 町 会 や 自 治 会 な ど の 地 域 活 動 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど に 参 加 し て い る か  

    

● 地 域 活 動 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 し て い な い 理 由  

     

 現 在 は 生 涯 学 習 を し て い な い 人 が 主 体 的 に 学 び 始 め ら れ る ま ち を 目 指 す に は ， 活 動 情 報

の 提 供 や ， 時 間 の 制 約 が あ っ て も 参 加 で き る 工 夫 な ど が 必 要 と 考 え ら れ ま す 。  

 

● 生 涯 学 習 を し た 理 由 （Ｈ３０年 内閣府生涯学習に関する世論調査から）  

   
 生 涯 学 習 を し て い る 人 に は ， 教 養 を 深 め る た め や 人 生 を 豊 か に す る た め に 学 ぶ 人 が 多 い

こ と が 読 み 取 れ ま す 。 こ の こ と か ら ， 楽 し さ や 生 活 の 充 実 感 を 得 ら れ る き っ か け 作 り へ の

支 援 が 必 要 と 考 え ら れ ま す 。  

 今回(H30)調査 

 前回(H28)調査 

この頁の調査結果は，今後，最

新のデータに変更する予定です 
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２ 国・県の考え方 
 

国の考え方（抜粋）  

♦第３期教育振興基本計画 （ 平 成 3 0 年 6 月 １ ５ 日 閣 議 決 定 ）  

  方 針 ： 生 涯 学 び ， 活 躍 で き る 環 境 を 整 え る  

  目 標 ： ・人生１００年時代を見据えた生涯学習の推進 

       ・人々の暮らしの向上と社会の持続的発展のための学びの推進 

       ・職業に必要な知識やスキルを生涯を通じて身に付けるための社会人の学び直           

       しの推進 

       ・障害者の生涯学習の推進 

 

♦障害者活躍推進プラン （ 平 成 3 1 年 4 月 ２ ６ 日 文 部 科 学 省 ）  

  障 害 の あ る 人 の 生 涯 に わ た る 多 様 な 学 び を 応 援 す る  

   ・ 学 び の 場 の 充 実 に 向 け た 基 盤 の 整 備  

   ・ コ ン フ ァ レ ン ス の 実 施  

   ・ 生 涯 学 習 機 会 の 充 実 に 向 け た 調 査 研 究  

 

県の考え方（抜粋）  

新  み んなで取り組む『教育立県ちば』プラン  平 成 2 7 年 2 月  

○ 社 会 教 育 施 設 等 が 連 携・協 力 し ，地 域 住 民 に 対 す る 学 習 活 動 の 場 を 提 供 す る

と と も に ，学 ん だ 成 果 を 地 域 活 動 や 学 校 教 育 で 生 か す 場 を 広 げ ，そ の 成 果 が

適 切 に 評 価 さ れ る 取 組 を 推 進 。  

○ 家 庭 と 地 域 社 会 が 互 い に 理 解 し 合 い ，地 域 社 会 を 大 家 族 と し て 捉 え ，子 ど も

た ち の 教 育 に 協 力 し 合 う 環 境 づ く り を 進 め る 。  

 

第３期千葉県教育振興基本計画 （ 策 定 中 ）  

 基 本 理 念  

 ち ば の 教 育 の 力 で「 県 民 と し て の 誇 り 」を 高 め る ！「 人 間 の 強 み 」を 伸 ば す ！

「 世 界 と つ な が る 人 材 」 を 育 て る ！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について 

               （ 平 成 3 0 年 1 2 月 ２ １ 日 中 央 教 育 審 議 会 答 申 ）  

 〈 地 域 に お け る 社 会 教 育 の 目 指 す も の 〉  

  ・ 地 域 に お け る 社 会 教 育 の 意 義 と 果 た す べ き 役 割  

    ～「社会教育」を基盤とした，人づくり・つながりづくり・地域づくり～ 

  ・ 新 た な 社 会 教 育 の 方 向 性  

    ～開かれ，つながる社会教育の実現～ 

 

「県の考え方」については，県の

計画策定後に内容を差し替え

ます。 
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３ 第３次柏市生涯学習推進計画の総括  
 

  第 ３ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 で は ， 「 地 域 に お け る 生 涯 学 習 社 会 の 形 成   

 ～ 学 び あ い  支 え あ う ま ち  か し わ ～  」 と い う 生 涯 学 習 像 を 実 現 す る た め ，  

 「 地 域 づ く り へ の 参 画 支 援 」 「 子 育 て ・ 親 育 ち の 支 援 」 「 生 涯 学 習 情 報 の  

 提 供 」 を 重 点 施 策 （ ３ 本 の 柱 ） と し て 定 め ， 計 画 を 推 進 し ま し た 。  

 

 【重点施策（3 本の柱）の施策体系図】 
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重点施策の総括  

 

 本 計 画 の 策 定 に あ た り ，令 和 元 年 度 に 実 施 し た 所 管 課 に よ る 各 具 体 的 事 業 の

評 価 の ま と め 等 を 踏 ま え て ，重 点 施 策 ご と に 第 ３ 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 の 総

括 を 行 い ま し た 。  

 

１  地域づくりへの参画支援について  

  

 ▪  人 生 １ ０ ０ 年 時 代 に お い て は ， 若 者 か ら 高 齢 者 ま で 全 て の 市 民 が 元 気 で  

  活 躍 し 続 け ら れ る コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く る 必 要 が あ る 。 そ の た め に は ， 学  

  び の 場 で あ る 社 会 教 育 施 設 等 を 拠 点 に ， 楽 し さ を ベ ー ス と し た 学 び を 入  

  口 と す る こ と も 想 定 し つ つ ， 生 き が い づ く り が 地 域 課 題 に 関 わ る き っ か  

  け と な る よ う な イ ベ ン ト 等 を 行 う こ と が 有 効 で あ る 。  

 

 ▪  地 域 の 課 題 が 多 様 化 か つ 複 雑 化 し て い る こ と を 考 え る と ， 地 域 課 題 の 解  

    決 に 対 し て 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 市 民 や 団 体 ， あ る い は こ れ か ら 地 域  

  で 何 か を 始 め よ う と し て い る 市 民 へ の 支 援 を 行 政 機 関 が 個 々 に 行 う の で  

  は な く ， 連 携 し 合 う こ と で 地 域 課 題 解 決 へ の 取 り 組 み の 好 循 環 を 作 っ て  

  い く こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 

 

２  子 育て・親育ちの支援  

 

 ▪  地 域 の つ な が り の 希 薄 化 や 核 家 族 化 が 進 む こ と で 子 育 て に つ い て 相 談 で   

  き る 環 境 が 少 な く な り ， 育 児 に 不 安 を 持 つ 親 が 増 え て い る 。  

  

 ▪  今 後 ， さ ら に 進 行 し て い く 少 子 高 齢 化 社 会 に お い て 子 育 て 支 援 を 充 実 さ  

  せ て い く た め に は ， 子 育 て 世 代 の 親 へ の 支 援 の 充 実 だ け で な く ， 子 ど も  

  達 を 全 世 代 で ， ま た 地 域 総 が か り で 育 て る 視 点 を 持 つ こ と が 求 め ら れ て  

  い る 。 そ し て ， そ の 環 境 で 学 び ， 育 っ た 子 ど も 達 が 地 域 の 未 来 の 担 い 手  

  に な っ て い く こ と を 目 指 す ， 学 び の 循 環 の 視 点 が 必 要 と さ れ て い る 。  
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３  生涯学習情報の提供  

  

 ▪  情 報 は ， 様 々 な 学 び や 活 動 の 場 に 一 歩 踏 み 出 す き っ か け と な る も の で あ   

  り ， 時 間 的 制 約 の 多 い 現 役 世 代 や 生 涯 学 習 に 関 心 が 低 い と さ れ る 若 年 層  

  へ 参 加 を 呼 び 掛 け る 手 段 と し て も 有 効 と 考 え ら れ ， 今 後 も 情 報 提 供 に 係  

  る 環 境 の 整 備 に 尽 力 し て い く 必 要 が あ る 。  

  

 ▪  イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 の 整 備 や Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 急 速 な 発 展 に よ り ， 市 民 が 生  

  涯 学 習 情 報 を 得 る 手 段 も 多 様 化 し て い る 。 時 代 の 変 化 に 合 わ せ た 学 習 機  

  会 の 提 供 は ， さ ら に 重 要 性 を 増 し て お り ， 未 来 志 向 で 様 々 な 方 向 性 を 検  

  討 し て い く べ き で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「 地 域 づ く り へ の 参 画 支 援 」 ， 「 子 育 て ・ 親 育 ち の 支 援 」 の 理 念 を  

 第 4 次 柏 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 に 引 継 ぎ ， 基 本 方 針 （ 後 述 ） と す る 。  

② 「 生 涯 学 習 情 報 の 提 供 」 を 取 組 方 針 （ 後 述 ） の 全 て に 関 わ る 支 援 と  

 し て 位 置 付 け る 。  

③ 社 会 状 況 の 変 化 に 対 応 し た 新 た な 分 野 の 事 業 を 加 え る に あ た り ， 全  

 て の 分 野 の 具 体 的 事 業 を 生 涯 学 習 の 段 階 に 応 じ た 支 援 （ 取 組 方 針 ）  

 に よ り 整 理 す る 。  

こ れ を 受 け て 本 計 画 で は  次 の よ う に 定 め ま し た 。  
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第２章 生涯学習の推進に向けて 
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第１節 生涯学習推進計画の基本的な考え方 

１ 生涯学習の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 涯 学習 と は  

 国民一人一人が，自己の人格を磨き，豊かな人生を送ることができるよう，

その生涯にわたって，あらゆる機会に，あらゆる場所において学習すること

ができ，その成果を適切に活かすことのできる社会の実現が図られなければ

ならない。          （ 教 育 基 本 法 第 ３ 条 「 生 涯 学 習 の 理 念 」 ）  

学 び とは 何 か ？  

「様々な活動をすることにより，その人の行動が変わること」と考えると  

  例えば  

   ・コーヒー好きが高じて茶話会や講習会に通いつめ，遂にカフェ店長になったお兄さん 

    ・子育てサークルで話しているうちに気持ちが楽になり，いつの間にか子どもとの時間を全 

     力で楽しんでいるお母さん 

    ・地域の行事「八朔相撲」を子どもの応援で初めて知って以来，気付けば毎年参加して，今  

         ではすっかり名物行司になったお父さん 

  みんな学ぶ人，生涯学習する人だと思います 

 

生涯学習行政のイメージ図 
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２  柏市が目指す生涯学習像  
 

 目指 す生 涯学 習 像を次 のと おり と します 。  

 

 

 

 

 

 こ の 生 涯 学 習 像 は ， 柏 市 第 五 次 総 合 計 画 が 設 定 し た 将 来 都 市 像 の 実 現 を 生

涯 学 習 の 面 か ら 推 進 し て い く こ と を 表 現 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

  

 柏 市 第 五 次 総 合 計 画 に お け る こ の 将 来 都 市 像 は ，  

  ① 先 進 的 な ま ち を つ く る  

  ② 持 続 可 能 な ま ち を つ く る  

  ③ 地 域 課 題 を 克 服 し た 暮 ら し や す い ま ち を つ く る  

と い う 視 点 か ら 設 定 さ れ て い ま す 。  

  

 少 子 高 齢 化 や 人 口 減 少 ， 地 域 を 支 え る 力 の 低 下 と い っ た 課 題 を 克 服 す る た

め に は ， 地 域 力 を 高 め ， こ れ を 全 市 的 に 波 及 さ せ て い く 必 要 が あ り ， こ の 点

を 「 笑 顔 と 元 気 が 輪 と な り 広 が る 」 と 表 現 し て い ま す が ， こ の 視 点 は ， 生 涯

学 習 の 推 進 に お い て も 共 通 す る 考 え 方 で す 。  

 

 学 び へ の 参 加 を き っ か け に ， 人 々 の 笑 顔 と 元 気 が 輪 と な り 柏 の ま ち 全 体 に

広 が り ， 人 と つ な が り 地 域 と つ な が る こ と で 地 域 課 題 の 解 決 に 結 び 付 く こ と

を 目 指 し ， こ の 生 涯 学 習 像 を 設 定 し ま す 。  

 

 

笑顔と元気が輪となり広がるまち柏 

柏市第五次総合計画の将来都市像 

未来へつづく先進住環境都市・柏  

～笑顔と元気が輪となり広がる交流拠点～  
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第２節 基本方針について 

１ 目指す方向性 
 次 の ３つの実現に向けて取り組みます。  

 

 

 家 庭 教 育 は す べ て の 教 育 の 出 発 点 で あ り ， 子 ど も 達 の 成 長 に 重 要 な 役 割 を

果 た す も の で す が ， 地 域 の つ な が り の 希 薄 化 や 核 家 族 化 に 加 え ， 柏 市 で は 転

入 者 の 増 加 な ど に よ り ， つ な が り を 持 た な い 親 が 増 え て い ま す 。 子 育 て の 不

安 を 相 談 し た り 交 流 し た り で き る 場 が 必 要 で す 。  

 そ こ で ， 保 護 者 ・ 親 子 が 集 ま り ， 共 に 支 え 合 う 仲 間 を 作 っ た り ， 学 び 合 っ

た り で き る 機 会 の 提 供 や ， 相 談 体 制 の 充 実 等 の 取 組 に よ り ， 子 ど も 同 士 が 育

ち 合 い ， 親 自 身 も 成 長 で き る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。  

 今 後 ，少 子 高 齢 化 が 進 行 す る 社 会 に お い て は ，子 ど も 達 を 全 世 代 で ，ま た ，

地 域 総 が か り で 育 て る 視 点 を 持 つ こ と が 求 め ら れ て い ま す 。 そ し て ， そ の 環

境 で 育 っ た 子 ど も 達 が 未 来 の 地 域 の 担 い 手 と な り ， 自 己 の 志 の 実 現 を 図 れ る

社 会 に し て い く こ と を 目 指 し ま す 。  

 

 
 現 在 ， 地 域 全 体 の 力 （ 地 域 力 ） が 低 下 し て い る と 言 わ れ て い ま す 。 超 高 齢

社 会 を 迎 え た 今 ， 地 域 の 担 い 手 の 不 足 は 喫 緊 の 課 題 で す 。  

 そ こ で ， 地 域 の 担 い 手 と な り 得 る 人 材 や ， 地 域 の た め に 何 か を し た い と 思

っ て い る け れ ど も ま だ 動 き 始 め て い な い 人 ， き っ か け が あ れ ば 地 域 貢 献 し て

も い い と 思 っ て い る 人 と ， 地 域 を つ な ぐ こ と に 取 り 組 み ま す 。  

 従 来 ， 地 域 の 活 動 を 多 く 担 っ て き た 中 高 年 世 代 の 枠 を 超 え ， 若 い 世 代 も 含

め た 人 材 の 発 掘 ・ 育 成 へ と 広 げ て い く こ と を 目 指 し ま す 。 そ の た め に ， 楽 し

さ を ベ ー ス と し た 学 び を 入 口 と す る こ と も 想 定 し つ つ ， こ れ を き っ か け に 市

民 の 活 動 を 活 発 化 さ せ ， 市 民 が 主 体 的 に 地 域 の 課 題 を 解 決 し て い く 持 続 可 能

な 地 域 づ く り を す す め ま す 。  

 ま た ， 地 域 の 人 と 人 と の つ な が り は 支 え 合 い と 見 守 り に よ る セ ー フ テ ィ ー

ネ ッ ト と な り ， 子 ど も や 高 齢 者 を 含 め た 一 人 一 人 が 自 分 ら し く 活 動 で き る ま

ち づ く り に つ な が っ て い く と 期 待 さ れ ま す 。  

 

 
あ ら ゆ る 場 面 に お い て 的 確 な 情 報 提 供 を 行 い ， 障 害 の 有 無 ， 言 語 や 時 間 ・

経 済 的 制 約 等 に 関 わ ら ず ， 市 民 一 人 一 人 が い つ で も ， だ れ で も ， ど こ で も 学

ぶ こ と が で き る 環 境 を 整 え ま す 。  

ま た ， 学 ん だ 成 果 を 地 域 で 生 か せ る 活 動 に つ な げ る 取 組 に よ り ， 生 き が

い ・ や り が い を 感 じ ら れ ， 自 分 自 身 が 地 域 の 一 員 で あ り 主 役 で あ る こ と の 喜

び や 充 実 感 の 中 で 生 活 で き る こ と を 目 指 し ま す 。  

そ の た め に ， 市 民 団 体 や 個 人 へ の 支 援 を 行 政 機 関 が 個 別 に 行 う の で は な く ，

こ れ ら の 連 携 に 取 り 組 み ま す 。 ネ ッ ト ワ ー ク 型 行 政 を 実 質 化 し て い く こ と に

よ り ， 一 人 一 人 の 学 び と 生 活 の 充 実 が 地 域 貢 献 に つ な が っ て い く 好 循 環 を 作

り 出 す こ と を 目 指 し ま す 。  

《１》子どもたちが健やかに成長するように 

《２》コミュニティの中に人と人のつながりが増えるように 

《３》すべての人が学べる環境に包まれるように 
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２ 取組方針  

 目 指 す方向性を実現するための段階的支援  

 

 

 楽しさをベースにした学びなど，活動のきっかけづくりをすることで，あらゆる世代

の社会参加を促し主体的に活動できるように工夫します。学びのユニバーサルデザイン

を意識した取組により共生社会実現への具体的な一歩を踏み出します。 

  ♦あらゆる世代が参加できる様々な学びの提供 

  ♦障害の有無，言語や時間・経済的制約に関わらず，共に学ぶ環境の充実 

 

 

 楽しい！面白い！という気持ちから，もっと深く知りたい！へ。独学による自己の充

足はもちろん，仲間と共に学ぶことで人とのつながりが生まれます。 

 地域コミュニティは一人一人の生活の集まりです。学びによるつながりは，地域交流

や連帯感を深め，コミュニティの活性化につながると期待されます。 

◆より深い学びへの発展 

♦団体同士の交流 

  ♦大学や民間事業者との連携 

 

 

 学びから広がる交流の輪は，更なる学びや地域活動のきっかけとなり，学びの循環が

生まれます。 

 自らが講師となって学んだ成果を伝えることは地域の活性化につながるだけでなく，

地域に対する愛着を育み，自らが地域の一員であり主役であることの喜びや充実感を生

みます。同時に，人から受け取った楽しさや優しさを更に別の人におくる，学びあい・

支えあいの循環にもつながっていくことが期待されます。 

♦人材の育成 

♦コミュニティの育成 

  ♦行政機関の連携 

 

 

 的確かつ効果的な情報提供は，全ての段階に共通して求められる支援です。学ぶ人が必

要な情報を必要な時に収集できるよう，一元的な生涯学習情報の提供に取り組みます。 

①「はじめるきっかけ」を支援  

②「もっと知りたい，つながりたい」を支援  

③「ひろく伝えたい」を支援  

④情報提供による学びの支援  
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目指す方向性を実現するための段階的支援のイメージ  

 一 人 一 人 の学 び と生活 の充 実が 地 域の力 につ なが っ ている 好循 環  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 づ く り ： 自 主 的 ・ 自 発 的 な 学 び に よ る 知 的 欲 求 の 充 足 ， 自 己 実 現 ・  

     成 長 。  

つながりづくり： 住 民 の 相 互 学 習 を 通 じ ， つ な が り 意 識 や 住 民 同 士 の 絆  

      の 強 化 。  

地 域 づ く り ： 地 域 に 対 す る 愛 着 や 帰 属 意 識 ，地 域 の 将 来 像 を 考 え 取 り  

     組 む 意 欲 の 喚 起 。 住 民 の 主 体 的 参 画 に よ る 地 域 課 題 解 決 。  

動 が で き る よ う 支 援 す る  

 



16 
 

取組方針の施策体系（イメージ）  

 

 

 

ステップ

ステップ

想定される

主な

具体的事業

市民交流センターの運営（協働推進課）アプローチC

地域を構成する様々な主体の自主的な活動やつながりの拠点として，パレット柏を運営す

る。

分館活用事業（図書館）アプローチC・E

図書館分館を地域の情報拠点・交流の場として活用する。

地域子育て支援拠点事業（子育て支援課）アプローチC

地域ぐるみの子育て支援。育児講座や子育て等に関する相談，子育て親子の交流及び子育て

関連情報提供の場。

①　『はじめるきっかけ』を支援

実現へのア

プローチ

A

あらゆる世代が参加できる

様々な学びの提供

B

障害の有無，言語や時間・経済的

制約に関わらず，共に学ぶ

環境の充実

想定される

主な

具体的事業

生涯学習まちづくり出前講座（生涯学習課）アプローチＡ

市民の依頼に応じて，行政職員が講師となり地域へ出向く講座。市政への関心に応える。

障害理解推進事業（障害福祉課）アプローチＡ・Ｂ

障害があってもなくても参加できる学びや交流の場を提供し，障害理解を育む。

夏ボラのススメ（社会福祉協議会）アプローチＡ・Ｂ

小～高校生向けボランティア活動情報誌。時間のある夏休みに特化したボランティア体験。

②　『もっと知りたい，つながりたい』を支援

実現へのア

プローチ

C

団体同士・学ぶ人同士

の交流

D

大学や民間事業者

との連携

E

より深い学びへの発展
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ステップ

テーマ

③　『ひろく伝えたい』を支援

実現へのア

プローチ

F

人材の育成

G

コミュニティの育成

H

行政機関の連携

想定される

主な

具体的事業

学校支援コーディネーター・推進員の育成（指導課）アプローチF

小中学校において，地域ボランティアが参画する様々な支援のまとめ役の育成。学校と地域

をつなぐ役割を担う。今後，地域学校協働本部が立ち上がった際には，より広い活動を行う

推進員が学校と地域の協働を支えていく。

地域活動支援補助金（地域支援課）アプローチG

町会を通じて地域活動や地域の課題解決を図ろうとする団体の支援を行う。

ネットワーク化の推進（生涯学習課）アプローチH

行政と関係団体との情報交換により連携を強化し，コミュニティエリアを中心とした生涯学

習講座実施につなげる。

④　情報提供による学びの支援

想定される

主な

具体的事業

生涯学習情報提供システム（生涯学習課）

柏市近隣の生涯学習情報（講座・イベント・団体）を発信する。

ライフスタイルに合わせた情報提供（生涯学習課）

電子的情報発信の強化，時間や場所を問わずタブレット端末など様々なツールを利用した学

習機会の拡充。
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３ 計画の推進・評価体制   

 

 計 画 は ， 策 定 し 実 行 す る だ け で は な く ， 適 正 な 評 価 を 行 い ， 施 策 の 充 実 や

見 直 し を 行 っ て い く こ と が 大 切 で す 。  

 こ の 計 画 で は ， 外 部 の 有 識 者 を 含 む 附 属 機 関 に 意 見 を 聞 き な が ら ， 計 画 的

か つ 効 果 的 に 推 進 を 図 り ま す 。  

 進 捗 管 理 及 び 評 価 に つ い て は ， 取 組 方 針 に 基 づ き 施 策 体 系 化 し た 具 体 的 事

業 に よ り 目 標 を 設 定 し ， 結 果 の 検 証 を 行 い ま す 。  

 

（ 教 育 委 員 会 が 所 管 す る 施 策 の 評 価 に つ い て ）  

 教 育 委 員 会 が 所 管 す る 施 策 の 評 価 に つ い て は ， 教 育 に 関 す る 事 務 の 点 検 ・

評 価 報 告 書 に お い て ， こ の 計 画 で 掲 げ る 成 果 目 標 に よ り ， 施 策 の 進 捗 状 況 を

明 ら か に し ， 対 象 年 度 の 取 組 内 容 と ， 今 後 の 方 向 性 を 示 し て い き ま す 。  
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関連分野の行政計画等（抜粋）  

 

 

基 本 方 針  

１．学び 生涯を通じて学び，生きる力を獲得することを支えます。 

２．共有 資料・知識・経験等の共有と学びあいの場を提供し，ゆるやかなつながりを育 

    みます。 

３．創造 新しい価値を生み出す創造的な活動を支え，ひとづくり・地域づくりを育みま 

    す。 

 

 

 教育課程を通して，これからの時代に求められる教育を実現していくためには，よりよ

い学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有し，それぞれの

学校において，必要な学習内容をどのように学び，どのような資質・能力を身に付けられ

るようにするのかを教育課程において明確にしながら，社会との連携及び協働によりその

実現を図っていくという，社会に開かれた教育課程の実現が重要となる。 

 

 

基 本 理 念  「子どもの育ち」と「子育て」を優しく見守り，支えあうまち かしわ 

 人に優しくされた経験のない子どもは，人に優しくできる大人には育たないといわれて

います。 

 子どもや子育て家庭に対する支援に取り組むことは，将来，大人になった今の子どもた

ちが，未来の子どもたちを支援することにつながるはずです。 

 つまり，子ども・子育て支援は，未来への投資にほかなりません。 

 柏市の未来を担う子どもたちが，健やかに成長でき，また，安心して子育てができるよ

う，この基本理念に基づいた取り組みを，みんなで進めていきます。 

 

 

基本理念 みんなでつくる みんなで暮らせるまち かしわ 

基本方針 １．共生社会の実現に向けた相互理解の促進 

     ２．暮らしやすい環境づくりの推進 

     ３．健やかに暮らせる地域づくりの推進 

 

 

 柏市図書館のあり方（H31.2) 

 小学校 学習指導要領 前文（H29） 

 柏市子ども・子育て支援事業計画（H27.3）  

 ノーマライゼーションかしわプラン（ H29）  

この頁の計画等は，今後，最

新の内容に変更する予定です 
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アンケート結果（抜粋） 

 

アンケート調査の内容を抜粋 

して掲載する予定です 


